
２
０
２
０
年
12
月
、
厚
生
労
働
省
に
お
い
て
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
に
よ
る
「
高
Ｇ
Ａ
Ｂ

Ａ
ト
マ
ト
」
の
届
け
出
と
、
そ
の
受
理
が
行
わ
れ
、
日
本
は
世
界
で
も
最
も
早
く
、
生

で
食
べ
る
ゲ
ノ
ム
編
集
作
物
を
栽
培
・
販
売
す
る
国
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
ゲ
ノ
ム
編
集
「
高
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
ト
マ
ト
」（
品
種
名
「
シ
シ
リ
ア
ン
ル
ー
ジ
ュ
ハ
イ
ギ
ャ

バ
」）
は
、
筑
波
大
学
江
面
浩
教
授
が
研
究
開
発
し
、
サ
ナ
テ
ッ
ク
シ
ー
ド
株
式
会
社
と
そ

の
親
会
社
パ
イ
オ
ニ
ア
エ
コ
サ
イ
エ
ン
ス
株
式
会
社
が
普
及
、
販
売
し
て
い
る
。
２
０
２
０

年
12
月
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
苗
の
無
償
配
布
の
希
望
者
を
募
り
、
２
０
２
１
年
の

初
夏
に
約
４
０
０
０
人
に
４
本
ず
つ
の
苗
が
配
布
さ
れ
、
各
自
の
菜
園
等
で
栽
培
さ
れ
た
。

そ
し
て
９
月
か
ら
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
果
実
を
販
売
す
る
に
至
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
無
責
任
な
配
布
や
販
売
に
対
し
、
日
本
消
費
者
連
盟
や
市
民
団
体
「
遺

伝
子
組
み
換
え
食
品
い
ら
な
い
！ 

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」、
日
本
有
機
農
業
研
究
会
、
有
機
農

業
推
進
協
会
、
全
国
有
機
農
業
推
進
協
議
会
等
が
抗
議
し
販
売
中
止
を
要
求
し
た
。
ま

た
、
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
へ
の
表
示
の
義
務
づ
け
を
国
に
要
求
す
る
運
動
を
行
っ
て
き
て
い

た
日
本
消
費
者
連
盟
等
は
、食
品
表
示
の
起
点
と
な
る
「
種
苗
」
へ
の
「
遺
伝
子
操
作
（
ゲ

ノ
ム
編
集
含
む
）
の
有
無
」
の
表
示
義
務
付
け
を
要
求
す
る
署
名
活
動
を
行
っ
た
。

そ
し
て
ま
た
、
２
０
２
１
年
７
月
に
は
、
種
苗
や
農
産
物
、
加
工
食
品
に
「
ゲ
ノ
ム
編

集
で
な
い
」
と
い
う
表
示
を
「
Ｏ
Ｋ
シ
ー
ド
マ
ー
ク
」
に
よ
っ
て
自
主
的
に
表
示
す
る
運
動

「
Ｏ
Ｋ
シ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
も
始
ま
っ
て
い
る
（
２
０
２
１
年
７
・
８
月
号
16
頁
参
照
）。

　

と
こ
ろ
が
今
度
は
、
２
０
２
１
年
９
月
、
⽶
国
のSavor the States

主
催
「
ゲ
ノ
ム
編

集
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
・
セ
ミ
ナ
ー
」
に
お
い
て
⽵
下
達
夫
パ
イ
オ
ニ
ア
エ
コ
サ
イ
エ
ン
ス
株
式
会

社
／
サ
ナ
テ
ッ
ク
シ
ー
ド
株
式
会
社
代
表
取
締
役
会
⻑
は
、
ゲ
ノ
ム
編
集
ト
マ
ト
の
苗
を

２
０
２
２
年
か
ら
福
祉
施
設
、
２
０
２
３
年
か
ら
は
⼩
学
校
に
無
償
配
布
す
る
計
画
が
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
10
月
22
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
も
同
計
画
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
。

　

こ
の
計
画
に
対
し
て
は
、
Ｏ
Ｋ
シ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
す
ぐ
さ
ま
反
応
、
抗
議
の
署
名

と
受
け
取
り
拒
否
を
福
祉
施
設
や
教
育
委
員
会
等
に
働
き
か
け
る
運
動
が
始
ま
っ
た
。
同
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
２
０
２
２
年
１
月
27
日
、
各
地
で
の
ボ
イ
コ
ッ
ト
運
動
の
広
が
り
に
つ
い
て

記
者
会
見
を
行
い
（
オ
ン
ラ
イ
ン
）、各
地
で
の
い
っ
そ
う
の
反
対
活
動
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

（
久
保
田
裕
子
）

子
ど
も
を
使
っ
た
人
体
実
験
に
等
し
い
行
為

　

ゲ
ノ
ム
編
集
ト
マ
ト
の
開
発
・
販
売
企
業
２
社
が
昨
年
９
月
発
表
し
た
計
画

に
、心
の
底
か
ら
驚
き
、怒
り
さ
え
感
じ
た
。
ト
マ
ト
を
今
年
か
ら
福
祉
施
設
に
、

来
年
か
ら
小
学
校
に
配
布
す
る
と
い
う
計
画
で
あ
る
。

　

両
社
が
反
発
を
恐
れ
て
農
協
や
市
場
へ
の
出
荷
を
避
け
、「
理
解
あ
る
」
農
家
・

ゲ
ノ
ム
編
集
ト
マ
ト
は
受
け
取
ら
な
い
！

北
海
道
食
と
い
の
ち
の
会
会
⻑
／
北
海
道
大
学
客
員
教
授　

久
田
徳
二

ゲ
ノ
ム
編
集
ボ
イ
コ
ッ
ト
！

｢
植
え
な
い
」「
食
べ
な
い
」「
も
ら
わ
な
い
」を
呼
び
か
け
よ
う
！
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消
費
者
だ
け
に
売
る
戦
略
を
当
初
か
ら
と
っ
て
い
る
の
は
知
っ
て
い
た
。
希
望

世
帯
へ
の
苗
無
償
配
布
は
そ
う
し
た
人
び
と
を
囲
い
込
み
た
か
っ
た
の
だ
ろ
う

が
、
定
着
が
少
な
か
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
も
っ
と
多
く
の
人
び
と
を
確
保
し
た

い
と
考
え
た
に
違
い
な
い
。

た
だ
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
が
子
ど
も
に
向
か
う
こ
と
は
私
た
ち
の
想
定
外
だ
っ
た
。

ゲ
ノ
ム
編
集
生
物
の
安
全
性
な
ど
分
か
ら
な
い
小
学
生
に
苗
か
ら
育
て
さ
せ
た

ら
、
疑
問
を
持
た
ず
食
べ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
マ
イ
ク
に
向
か
っ
て
「
お
い

し
い
！
」
な
ど
と
話
す
か
も
し
れ
な
い
。
親
も
馴
化
さ
れ
る
。
動
物
実
験
も
し

て
い
な
い
食
品
で
、
子
ど
も
を
使
っ
た
人
体
実
験
を
す
る
に
等
し
い
。
無
責
任

を
超
え
て
、
非
人
道
的
と
も
言
え
る
行
為
で
は
な
い
か
。

私
た
ち
「
北
海
道
食
と
い
の
ち
の
会
」（
30
団
体
77
個
人
加
入
）
は
、
希
望
世

帯
へ
の
苗
配
布
時
か
ら
、
両
社
に
配
布
中
止
を
、
政
府
に
は
安
全
性
審
査
や
環
境

影
響
評
価
、
義
務
表
示
な
ど
の
規
制
を
求
め
て
き
た
。
し
か
し
、
彼
ら
は
方
針
不

変
と
回
答
し
て
き
た
。
そ
の
た
め
、
今
回
の
子
ど
も
な
ど
へ
の
配
布
反
対
の
声

に
耳
も
貸
さ
な
い
と
予
測
。
そ
れ
な
ら
配
布
先
に
「
受
け
取
ら
な
い
」
よ
う
求

め
て
は
と
の
話
に
至
っ
た
。

配
布
先
は
福
祉
施
設
と
小
学
校
と
い
う
か
ら
、
一
部
民
営
を
除
い
て
ほ
と
ん

ど
は
市
町
村
の
管
轄
で
あ
る
。
配
布
種
苗
を
受
け
取
る
か
否
か
に
は
市
町
村
長

や
教
育
長
の
判
断
が
効
き
得
る
。
こ
れ
は
む
し
ろ
チ
ャ
ン
ス
。
住
民
の
声
に
基

づ
い
て
行
政
執
行
す
る
義
務
の
あ
る
人
に
要
望
す
れ
ば
事
態
は
変
わ
り
得
る
。

私
た
ち
は
、
要
望
に
向
け
て
理
由
を
整
理
し
よ
う
と
学
習
し
議
論
し
た
。
作

成
し
た
「
要
望
書
」
の
結
論
は
「
ゲ
ノ
ム
編
集
ト
マ
ト
を
貴
自
治
体
内
の
福
祉

施
設
や
教
育
施
設
が
受
け
取
ら
な
い
こ
と
を
強
く
要
望
」
で
あ
る
が
、
趣
旨
に

次
の
点
を
列
記
し
て
い
る
。

①　

オ
フ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
現
象
が
し
ば
し
ば
起
き
、
毒
性
や
ア
レ
ル
ゲ
ン
、
が
ん

誘
発
物
質
の
発
生
が
危
惧
さ
れ
る

②　

抗
生
物
質
耐
性
遺
伝
子
を
用
い
る
た
め
、
抗
生
物
質
耐
性
菌
が
増
え
る
危

険
が
あ
る

③　

栽
培
す
れ
ば
花
粉
等
の
飛
散
が
起
こ
り
、
栽
培
種
と
交
雑
し
、
環
境
影
響

や
農
家
へ
の
風
評
被
害
も
懸
念
さ
れ
る

④　

ゲ
ノ
ム
編
集
生
物
の
放
出
と
食
品
応
用
に
つ
い
て
、
日
本
政
府
は
環
境
影

響
評
価
や
食
品
と
し
て
の
安
全
性
審
査
、
表
示
も
義
務
付
け
て
い
な
い

⑤　

消
費
者
団
体
、
農
民
団
体
、
食
の
安
心
安
全
を
求
め
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
、
ゲ
ノ

ム
編
集
生
物
放
出
と
栽
培
、
食
品
流
通
に
強
く
反
対
し
て
い
る

道
内
全
１
７
９
市
町
村
の
長
と
教
育
長
に
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施

以
上
の
要
望
書
に
自
治
体
の
対
応
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
付
し
た
。「
ゲ

ノ
ム
編
集
生
物
の
種
苗
等
を
、
開
発
・
販
売
企
業
等
か
ら
受
け
取
ら
な
い
で
い

た
だ
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
」
と
問
い
、「
受
け
取
ら
な
い
」「
受
け
取
る
」「
そ
の
他
」

の
３
選
択
肢
を
提
示
し
、
コ
メ
ン
ト
を
自
由
に
書
い
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

要
望
・
回
答
書
は
昨
年
12
月
１
日
に
道
内
全
１
７
９
市
町
村
の
長
と
教
育
長

に
宛
て
て
郵
送
し
た
。
公
立
福
祉
施
設
は
長
が
、
小
学
校
は
教
育
長
が
所
掌
し

て
い
る
。
回
答
期
限
は
年
末
と
し
た
が
回
答
が
遅
い
た
め
、
私
た
ち
は
年
明
け

か
ら
手
分
け
し
て
各
自
治
体
に
電
話
を
か
け
た
。
担
当
者
に
話
を
聴
き
、
要
望

書
を
散
逸
し
た
自
治
体
に
は
す
ぐ
再
送
し
た
。
数
度
電
話
し
た
り
窓
口
に
出
向

い
た
り
、
地
元
議
員
や
地
元
住
民
が
一
緒
に
動
い
て
下
さ
っ
た
り
。

回
答
は
漸
増
し
、
今
年
３
月
末
ま
で
に
１
３
４
市
町
村
（
全
体
の
74
・
９
％
）

に
達
し
た
。
締
切
ま
で
に
回
答
が
な
い
自
治
体
は
34
（
19
％
）。「
回
答
し
な
い
」

旨
を
電
話
で
伝
え
て
き
た
自
治
体
は
11
（
６
・
１
％
）
だ
っ
た
。

回
答
の
３
選
択
肢
の
う
ち
「
受
け
取
ら
な
い
」
を
選
択
し
た
自
治
体
は
39
（
回

答
１
３
４
自
治
体
の
29
・
１
％
）、「
受
け
取
る
」
を
選
択
し
た
自
治
体
は
ゼ
ロ
、

「
そ
の
他
」
選
択
は
96
（
71
・
６
％
）
だ
っ
た
（
１
自
治
体
が
「
受
け
取
ら
な
い
」

部
局
と
「
そ
の
他
」
の
部
局
に
分
か
れ
た
の
で
、
自
治
体
数
で
は
両
方
に
カ
ウ

ン
ト
し
た
）。

「
受
け
取
ら
な
い
」
自
治
体
の
コ
メ
ン
ト
で
最
も
多
か
っ
た
の
は
「（
ゲ
ノ
ム

編
集
ト
マ
ト
は
）
安
全
性
が
証
明
又
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
た
め
」
と
い
う
趣
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旨
の
も
の
だ
っ
た
。「
安
全
安
心
な
給
食
の
提
供
、
地
元
農
産
物
の
販
売
を
進
め

る
」
と
い
う
回
答
も
目
立
っ
た
。

「
そ
の
他
」
自
治
体
の
コ
メ
ン
ト
で
最
多
は
「
企
業
か
ら
の
要
請
が
ま
だ
な

い
」。「
未
定
・
検
討
中
」「
情
報
と
知
見
が
不
足
」「
安
全
性
・
影
響
を
見
極
め

る
」
な
ど
の
趣
旨
が
次
い
だ
。「
受
け
取
ら
な
い
」
に
近
似
し
た
コ
メ
ン
ト
も
計

10
あ
っ
た
。

総
じ
て
、
道
内
自
治
体
の
ゲ
ノ
ム
編
集
ト
マ
ト
へ
の
懸
念
の
大
き
さ
が
は
っ

き
り
示
さ
れ
た
と
言
え
る
。
ま
た
、
多
く
の
自
治
体
が
「
予
防
原
則
」
に
立
っ

て
安
全
未
確
認
食
品
を
避
け
る
判
断
を
し
て
い
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。

政
府
や
道
に
聞
く
の
で
な
く
自
治
体
自
ら
が
判
断
し
て
い
る
自
治
体
が
ほ
と

ん
ど
で
あ
っ
た
こ
と
は
評
価
す
べ
き
だ
。
こ
の
マ
タ
ー
は
自
治
体
の
責
任
と
権

限
で
判
断
す
べ
き
自
治
事
務
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

「
そ
の
他
」
回
答
の
自
治
体
に
「
未
定
・
検
討
中
」「
情
報
不
足
」「
安
全
性
・

影
響
を
見
極
め
る
」
と
い
う
趣
旨
の
コ
メ
ン
ト
が
計
57
あ
っ
た
。
ゲ
ノ
ム
編
集

生
物
と
規
制
ル
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
充
分
な
情
報
が
な
い
背
景
が
あ
る
。
私
た

ち
の
情
報
発
信
活
動
を
強
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
た
。

私
た
ち
の
会
は
４

月
５
日
、
道
庁
に
あ

る
道
政
記
者
ク
ラ
ブ

で
集
計
結
果
を
発
表

し
た
。
記
者
か
ら「
道

外
の
運
動
と
の
連
携

は
？
」「
全
国
で
集
会

な
ど
が
あ
る
か
？
」

な
ど
の
熱
心
な
質
問

が
あ
っ
た
。
こ
の
運

動
が
広
が
り
を
見
せ

る
か
注
目
し
て
い
る

よ
う
だ
っ
た
。
現
在
（
４
月
11
日
）
ま
で
に
全
国
紙
と
道
内
紙
の
計
３
紙
が
記

事
を
掲
載
し
て
く
れ
て
い
る
。

「
受
け
取
ら
な
い
」
が
全
国
へ
広
が
れ
ば
規
制
強
化
も

こ
の
要
望
・
調
査
活
動
を
北
海
道
で
始
め
た
の
が
昨
年
12
月
と
早
く
、
１
月

末
に
中
間
集
計
結
果
を
公
表
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
他
県
の
み
な
さ
ん
か
ら
「
要

望
・
回
答
書
」
の
照
会
を
い
た
だ
い
た
。
す
で
に
徳
島
、
熊
本
、
香
川
、
宮
城

な
ど
で
県
民
が
市
町
村
に
要
望
書
を
提
出
し
た
。

４
月
初
頭
時
点
で
、
徳
島
県
は
【
回
答
自
治
体
34
（
全
体
の
７
割
）。
う
ち
18

（
回
答
の
53
％
）
が
「
受
け
取
ら
な
い
」
を
選
択
。「
受
け
取
る
」
は
ゼ
ロ
】。
熊

本
県
は
【
回
答
自
治
体
16
（
全
体
の
36
％
）。
う
ち
５
（
回
答
の
31
％
）
が
「
受

け
取
ら
な
い
」
を
選
択
。「
受
け
取
る
」
は
ゼ
ロ
】
と
聞
く
。
３
道
県
の
傾
向
は

か
な
り
似
て
い
る
。

私
た
ち
は
、
こ
の
運
動
が
大
き
な
手
応
え
を
得
つ
つ
あ
る
と
確
信
し
て
い
る
。

ゲ
ノ
ム
編
集
に
つ
い
て
の
不
安
と
疑
問
を
伝
え
れ
ば
、
行
政
は
そ
れ
を
受
け
止

め
、
種
苗
の
受
け
取
り
を
止
め
る
か
、
少
な
く
と
も
慎
重
に
な
る
の
で
は
、
と

の
予
想
は
外
れ
な
か
っ
た
。

「
受
け
取
ら
な
い
」
が
多
く
、「
受
け
取
る
」
が
ゼ
ロ
に
近
い
県
が
全
国
に
広
が

れ
ば
、
そ
の
先
に
「
規
制
強
化
」
や
「
流
通
断
念
」
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

久
田
徳
二
（
ひ
さ
だ
　
と
く
じ
）
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

名
古
屋
市
生
ま
れ
。
北
海
道
大
学
農
学
部
卒
業
後
北
海
道
新
聞
社
に
入
社
し
、
記
者
と
編
集

委
員
を
務
め
る
。
93
～
94
年
に
⽶
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
で
「
持
続
可
能
型
農
業
」
を
研
究
。

２
０
１
４
年
か
ら
北
大
客
員
教
授
。
同
社
を
定
年
退
職
し
た
後
、
北
星
学
園
大
学
な
ど
で
非

常
勤
講
師
。
北
海
道
地
域
農
業
研
究
所
参
与
、
北
海
道
農
業
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
会
副
会
⻑
な

ど
も
務
め
る
。
連
続
親
子
講
座「
あ
ぐ
り
大
学
」は
北
海
道
と
農
水
省
の
食
育
表
彰
を
受
け
た
。

『
あ
ぐ
り
博
士
と
考
え
る
北
海
道
の
食
と
農
』（
北
海
道
新
聞
社
）、『
種
子
法
廃
止
と
食
と

農
』（
北
海
道
地
域
政
策
調
査
会
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
）、『
ト
ラ
ン
プ
新
政
権
と
メ
ガ
協
定
の
行
方
』

（
北
海
道
農
業
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
会
）、『
こ
ん
な
近
く
に
！ 

札
幌
農
業
』（
共
同
文
化
社
）

な
ど
著
書
多
数
。

『タネを守ろう！』
そうだったのか　種子法廃止・種苗法改定

発行：日本の種子（たね）を守る会
2021 年７月

編集：鈴木宣弘、久田徳二、杉山敦子
頒価 200 円（税込）
ゲノム編集と食の
安全、有機農業、
種子法、種苗法に
わたる 22 のＱに、
食の専門家や弁護
士ら 21 人の精鋭
が分かり易く答え
るパンフ。
イラスト・図表満載。
mail：tane.mamorukai@gmail.com
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「OK シードマーク」で遺伝子操作反対をアピールしよう！ 

 種苗や農産物、加工食品に「ゲノム編集でない」という表示を「OK シードマーク」

で表示することにより、問題を知らせる市民運動団体「 OK シードプロジェクト」

（https://okseed.jp）が 2021 年７月から活動を開始しています。2022 年６月現在、

使用登録者約 140 団体・個人、サポーター2000 人以上、そして日本有機農業研究会な

ど 67団体が賛同団体になっています。 

「 OK シードマーク」を農家や提携団体、生協等が貼るに

は「OK シードマーク使用規程」（「OKシードマークガイド

ブック」含む）を守ることなどに同意した上で、「OK シー

ドプロジェクト」のウェブサイトから使用登録をする必要

があります。登録料は無料です。 

 この活動を支援し広げる「サポーター」の募集、活動費

のための市民からの寄付募集も行っています。 

 農産物や農産加工食品に「OK シードマーク」を付けて、

この活動を広めましょう！ 

 

 

 

 読んでみよう！ 『ゲノム編集 神話と現実』 

A4判 52頁 印鑰智哉訳 OKシードプロジェクト発行 

ダウンロード無料、印刷版３００円＋送料  

https://okseed.jp   

  

 ゲノム編集は「品種改良」であるとか、ゲノム編集さ

れた食品は「科学的に検出できない」などと、日本でも

「神話（つくりばなし）」が横行しています。しかし「現

実は違う」と、科学的論拠を明示して、煙幕の内部を明

らかにしたのが本ガイドブックです。 

 原題“Gene Editing - Myths and Reality - A Guide 

through the Smokescreen”。市民団体 GM Watch のク

レア·ロビンソン氏が、分子遺伝学者のマイケル・アント

ニウ博士の協力を得て膨大な科学論文を踏まえて執筆

し、EUの欧州議会 Greens/EFA（緑の党と欧州自由連盟が欧州議会内で作る会派）が出

版、2021年 2月に欧州議会で報告されました。 

 ゲノム編集食品ボイコットの強い味方です。周囲の方々にも広めましょう！        

 
ＯＫマーク使用には、 

使用登録が必要です。 

 https://okseed.jp 

 

https://okseed.jp/
https://okseed.jp/

